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た(厚生省， 1965 寄生虫予防会， 1964). 

特別対策の初年度(1962年)は圭 9に見るように鹿児島，長崎，高知，霊腫，東京(情互開

ぬ)で合計563，089名町住民を対象に集団検血が開拍され.11，774名門 microfilaria締位者が

見出され それら microfilaria始性者に対Lて品回投薬が行なわれた.その他 19日年には

新潟。宮崎，大分がそれに追加され，同幡町検血が行なわれ (507，236名を検血 08，275名が

microfilaria陽性)， 19叫年には熊本が追加され (41，038名中脇佳者III名)，この棉な集団検血，

』昼間駆虫は1971年まで組けられた.この10年間の対策の後，鹿児品県では施児品大学熱帯荊研究

所が北大島で輸血を行ない， 1974年には 3名の microfilaria陪性者を見たが(級検者687名)，

1975年 (94名)， 1978年(100名)には mκrofilaria陥位者は見られていない。

この特別対策によって microfilaria保有者は1975年以降わが国からは完全に見出だきれなく

なり(佐藤ι1971;Sato et al， 1972; Sasa， 1976;住々 1991 :稲元， 1984)，壷媛県では1976

年に microfilaria保有者ゼロになってから10年後円1986年に。鹿児ぬ県では1989年にフィラ 'J

ア棋絶宣言がなされた。そ Lて，各流行地ではフィラリア症の根絶を記念して(記章碑が撞てら

れた(図 し 図2). 

霊媛県三時役場前に建立された記念碑町碑文は以下のようである.

フィラリア摘担絶成功記念

東京大学名普教授 佐々学書

範囲検血しスパトニン投薬を行ない世界で初めて地域駆除に成功した。

昭和61年 7月吉日建立 量媛県フィラリア協謹会

波多野精聾

矢囚部勘

三崎町長 杉山藤丸

鹿児品県坊坤町立揖院前に建立された記念碑町線文は以下のようである。

フィラリア撰輔調喪

風土病であるフィラリア摘は，象庄摘，字Ltf躍などと云われ当地域にも広〈蔓延し住民を

悩ませていた.昭和二十六年当町(当時酉南方村)は県下町市町村に先駆け，地域医療を充

実するため，村立診療所(現坊津町立制院)を閲紘鹿大医学部第二内科佐藤八郎教授指導

のもと守当町出身内尾辻義人医師が派遣された.以来診鞭所を中七、iこ庇犬1 行政，住民一体

となってフィラリアとの闘いを開始，十数年円歳月を桂て幼柏町よりフィラリアを追放，こ

れが刊が固からフィラリアを揮滅寸るきっかItともなった。部二次世界大組終戦後の，立植

すらままならぬ時代に，真に住民円幸せを希求0，そ円機械に専念された人々の苦労を忘れ

てはならない.ここに今日盟かな社会が築かれた陰に、これら多〈の先人遣の風土荊との闘

いがあったことを記L後世iこf云るものである.
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平成八年三月

フィラリア揖減記念縛建立番貝会

会長 谷上幸男

1993年3月名瀬市町庇児島大学医学部附属熱帯医学研究施設跡地に述立された記念隣町碑文は

以下のようである.

熱修医学研究施設跡地内記念碑

昭相35年~昭和57年の間，この地に設置された鹿児品大学医学部附属熱帯医学研究施世に

おいて福島教授をリーダーとする H数名町スタッフによって風土荊「フィラリア症」の荊睦

究明と対策に関する研究が行なわれ，その揖滅に犬き〈貢献Lた.

平成 5年 3月26日除幕式

褒10 外鹿来児島患大者学数か医学ら部見第た写二L内[f科尿及患者び数県立の奄割合美大{福島病元院。に198必4)ける

年度 1961 1962 1963 1964 1965 1975 1976 1977 1978 1979 

(成児島大学第ー内科)

外来患者数 5.889 ι130 6，349 6，429 7，609 5，420 5，819 5，501 5，143 5， 154 
乳ぴ尿忠者数 15 62 27 19 22 5 6 5 3 G 

(%) 10.26) 11. 01) (0.46) 10.30) (0.29) 10.09) (0.10) 10.09) (0.12) (0.12) 

(鹿児島県3立奄美大品病院)

外米患者数 3，459 3，655 3ヤ自23 4，680 4.897 5，210 5， 137 4，330 4. 142 4，132 

学LV'尿忠者数 28 51 22 40 35 8 6 8 3 5 

1%) (0.81) (1. 40) 10日) 10.85) 10.7!l 10.15) (0.12) 10.18) 10肝) 10.12) 

もっとも，糸状虫症は届け出町義務のある寄生虫疾忠であるため，表3に見るよヲに1970年以

降にも少数の患者四回け出が且られているが。これらは象庇荊や乳ピ尿等の過去に必いて感染し

現在はすでに成虫が死滅していて microfilariaを血中に見ることの出来なくなった有益血者で

新感染者ではない.フィラリアに感染すると揖症状 microfilaria陽性期，熱尭作JIIJを経て字Lぴ

毘，陸嚢水瓶，象皮荊など特有町症状を呈する機になる.集団拍燦によって，これらの宥疲者の

尭生がどの様に推移Lていったかを斑児島大学医学部第二内科且び鹿児島県立奄美大島荊院での

字LU'毘血者数で且たのが表叩である(福危 1990)。問踊院とも集団治療の前 11961-1965'1')よ

りその後 11975-1979年)で也激に減少Lている.これらの荷症者は荊理組融学的な変化を伴う

も円て'. microfilaria対策を主体に Lた集団治療によって直接的影響を畳けるも町ではなし

そ向後の追跡調査でb尭症者は殆ど見られな〈なっている.

方，沖縄は戦前からフィラリア症町流行地と Lて知られており !若干の調査報告により緩め

て高い microfilaria保有率のあることが解っていたが1 治療法のないまま放置されていた(琉
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表11 沖縄県におけるフィラリア駆除対策 [Mf陽性者数/彼検者数(%)]

年(昭和)

1965(40) 

1966(41) 

1967(42) 

1968(43) 

1969(44) 

1970(45) 

1971 (46) 

1972(47) 

19口(48)

1974 (49) 

1975(50) 

1976(51) 

1肝 7(52)

1978(53) 

1979(54) 

沖縄本砧 宮古群ぬ

12，607/66，出3(19.01)

3，105/63，702( 4，87) 

コ-1，282/肌 4日(2ロ)

356/10，682(3.33) 174/12，691( 1，37) 

曲 8/58，298(1，04) ~ 

114/16，311(0.70)ー斗-136/2Eし目8(0.52) 

53/26， 132 (0. 20) 1/ ( O. 1 ) 

17/21，690(0.08) 8/ (0.04) 

9/44， 984 (0. 02) 2/ ( 0.02) 

20/23，434(0.09) 3/ (0.05) 

2/25，599(0.01) 1/ ( 0.01) 

1/27，106(0.00) 1/ ( 0.01) 

1/ 8，869(0.01) 0/ (0) 

0/9.591(0) 0/ (0) 

八盤111群品

3，400/46，595(7.30) 

1，116/41.603(2.68) 

113/ 5，8550.93) 

l帥/12，494(1.28)

107/7.8110.37) 

9/ 2.317(0.39) 

6/10，932(0.05) 

2/ 2.869(0.07) 

0/ 4，014(0 

6/ 2，406(0.2汚)

3/ 3， 31O{O. 09) 

0/ ¥， 775(0 ) 

0/ 2，060(0 ) 

時政府. 1972)。提際に沖縄でのフィラリア対策の仕事に手を付けたのは吉岡朝啓 (Yoshida，

1967)で，そのフィラリア症対策に極々町協力を行なった町が，当時日本本土でフィラリア対策

の研究を進めていた東京大学伝染病研究所，長崎大学熱帯荊研究所，斑児島大学医学部などのグ

ル プである.その協力的結果が406医学総合研究所内 K田 gan，日 L. (964)によってまと

められ， 1964年の琉玉求刑品米国民政府 (UnitedSlales Civi! Administration of lhe Ryukyu 

Islands)町高等弁務官への「琉球鰭自におけるフィラリア対策計画に閲する研究についての最

終報告書J(1964年 2月14日)町提出となった.

この報告を舎にもとづいて「フィラリア防圧事業笑」が琉球政府E集会を通過L.政府高等弁務官

のフィラリア防庄対臨顧問に佐々と Keeganが任命され， ~jj庄事葉町全体的な指導に当たるこ

とが快まった。ここで日米両政府の畳助により 6年計画でJ1.j球緒ぬからフィラリアを僕滅する

ことが申し合わされた(古図. 1988 砂JII，1988 稲稲. 1988). 

先ずフィラリア授埋め最も悶い宮古島にフィラリア駆除本部を置き，富吉群品から予防対策が

始まった.表11に見るように1965年には対象者67，020人中冊目的66.333人か柚血を受けた程であ

る.その盟年も宮古品での検血が行なわれ.前年町19.01%より低い4.87%の microfilaria陽

性率を示した. 1969年には更なる低下 (2.12%)が見られると同時に。1968年には八重山群島で

の検血が拍まった.そLて1969年には周辺離品を含めた沖縄群島でも防圧事業が開始された.

1972年沖縄は日本に恒帰L.沖縄県となったため，フィラリア防圧におけるアメリカ酬の予算

は打ち切られた.ただ沖縄保興開尭特別術置法が通用され，園内予算と沖縄県内予算によって

フィラリア防圧は続けられ， 1978年以降は臨位者を見ていない.そこで中縄県は1980年フィラリ

ア組組立冒を行ない，フィラリア僕減吋荒事業は終了 Lた.そしてi この燦減を記念Lて図3町
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図 3 沖縄県宮古保健所内に建立されたヲィラリ

ア防庄記念樽 (安単純ニ鎚供)

ような配念仰が昭和田年に最初町出尭点となった宮古保健所内に組耳された.そ町樽には次町よ

うな柳文が劃まれている.

昭相40年IHから苗古で蛤められたフィラリア防庄司解輩は宮古鮮励金住民的献身的な活動

によって理組的な形でi並められ，それはやがて棋範となって八亜山昨品且ぴ沖縄酔鴎でも展

開され.風1ニ荊フィラリアIj昭和53年ついに沖縄県から問捕しま Lた.

判学と行政を信頼し健膿社会を開拓する白ら的資任に目覚的てrt.t，上が勺た鮮品住民町ア

ララガマ輔紳があったればこそ先祖代々苦しめられた風土嗣ヲィラリアを恨絶するニとが出

来たのであり，そ町恩恵は葉大であ ηます.

またその英知とエネルギーは必ずやまた次ぎの健雌づ〈りの運動に生かさ札ることであり

ましょう.

よって、ワィラリア防圧10周年記念 揖20回i中縄県公衆衛生大会を聞{出するに当たり官古

僻応住民および全沖縄以民的功舗を踊L ここに配念仰を挫立Lます.

明細63JI::11月25日

ワィラリア肪圧配念事重刻l成会
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(5) おわりに

わが国における部生虫捕は確かに減少閣向を示l.一般庶民は勿論，臨床医でさえ絡生虫摘問

題は無いと考えている. lかし. '1唱Eはそうではなく，本項で取り上げた過去に411雛を極めた務

生虫病円盤視がコントロールに成功Lているだけであり，このことから寄生虫摘問題は無くなっ

たとの錯覚を与えて Lまっているようだ.

礼文駄に上J帥l.現在では北海道全土に感染者を見るようになった多包性エキノコ yクス症は

今でもその広がりを見せている l.沖縄県や奄英大島で近年高率感染のあることが知られ問姐を

縫起Lている誕線血症はその駆虫薬師問題を未だ残している.その他，取り上げれば枚挙に暇が

ない.直に1 人留共通町野生虫病町新たなる出現や栓情的背景と航空揖貫通の尭遣によって愉入

される寄生虫病も，寄品に解決できる問題ではないと考えられる.
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